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トヨタ自動車株式会社　東富士研究所 角田 貴史 
トヨタジドウシャカブシキガイシャ ヒガシフジケンキュウショ ツノダ タカシ

テーマ 「衝突試験台車移動作業性向上」

トヨタ自動車株式会社 東富士研究所 梟サークル 角田が発表させていただきます

トヨタ自動車は愛知県豊田市に本社を置く 自動車メーカーです

東富士研究所は 静岡県裾野市に位置し 最先端技術の開発を担っており

新型車開発に加え 未来のモビリティ開発に力を入れています

私たちの職場では クルマの衝突実験を行い衝突安全性能を評価

万が一の事故の際に お客様の命を守る 重要な性能をテストしています

梟サークルは２つのチームから成る混成サークル 計測チームは クルマへの衝撃を計る

センサー精度の維持を担当 設備管理チームは 車両の衝突相手となる バリアや衝突用台車を

管理しています これまで取り上げたテーマは それぞれのチームが 自工程ばかりを改善しており

コミュニケーションの不足から 活動に偏りが発生していました サークル診断の結果は

個人の改善能力は高いものの チームワークに課題があり サークルレベルはC

作業者にとって辛い・苦痛と感じている

手押し作業を 電動化という時代の変革に

合わせた改善により 問題を解決した事例です。
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トヨタが目指す 未来のモビリティは すべての人に 移動の自由を提供する事

これには 相手の目線に立つ すなわち Youの視点になる事が必要

私たち梟サークルも ユーザーの立場に立った改善活動を目指し

相手への思いやりと感謝の気持ちを養い チームワーク向上を目指します

これまで自工程ばかり 改善してきた私たちは Youとは誰かを議論

梟サークルが送り出す 計測機や設備を使う ユーザーである事を

全員で共有し 引き渡した後の困りごとを 調査

様々な意見を頂き その中で 衝突用台車移動作業が目に留まりました

衝突用台車とは ポール側突という衝突実験で使用されるものです

ポール側突とは クルマを 時速32キロで横向きに走行させ

その先にある電柱を模擬した ポールに衝突させる実験

実験の手順は ユーザーに設備を提供後 衝突用台車にクルマを載せ

撮影用カメラの調整を行い 約80メートル離れたスタート位置に 手で押して 移動

その後 一方通行のワイヤで衝突用台車を牽引し 台車上のクルマをポールに

ぶつける手順となっています

このスタート位置までの手押し作業に ユーザーは苦痛を感じていました

今まで私たちが 提供してきた設備で ユーザーに辛い思いをさせていた事

さらに 自職場初の女性社員が 9月より衝突実験業務を担当する予定

自分ではなく 誰かの為に改善したいという 私たちの強い思いと

ダイバシティの観点も含め このテーマに取り組む事としました

活動計画は 各チームをペア制にし それぞれのチームの強みを活かして改善を進めます

対策検討・実施では 計測チームは工作 設備管理チームは計測にあえて挑戦させる事で

チャレンジ精神を醸成し 必要な時に 互いがフォローし合う事で

おもいやりの精神を 養います また 活動の中で 感謝の気持ちを伝える為に

ありがとうを送る 社内SNSツール「ありがとうギフト」を活用し

チームワーク向上を狙います
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私たちはまず この作業の辛さについて確認 衝突用台車の自重は3.3トン

実験用のクルマを載せると総重量は6トンにもなります この重い台車を人力で動かす為に

必要な力は 動き出しの瞬間で80キロ

その後も60キロ以上の力で押し続ける必要があります

3人以上で押すことで なんとか台車を動かすことが出来ますが ダイバシティ化を推進する

現在にそぐわない 非常に辛い作業であり 6トンもあるモノを 人の手で押すという概念を

改めるべきと考え 新たな移動方法を検討する事にしました

すると計測チームの久手堅さんが

「クルマも電動化の時代 衝突用台車も 電気で動かせない？」と提案

衝突用台車は10コの車輪で支持されている為 モーターで車輪を回転させれば

作業者の負担なく 移動ができそうです すると 計測チームの木全さんが

「モーターに合わせて 最適なバッテリーを 選べば十分対応可能」と

豊富な電気知識からのアドバイス サークル全員が この方法で進める事に 合意しました

衝突用台車移動の電動化イメージが出来た事 女性社員の衝突実験業務

開始までに対策を完了させたい事から 素早い改善が行える

施策実行型で活動していく事にしました

これまででわかった事をまとめ 「バッテリを電源とし 電動で

衝突用台車を移動させる事」を狙いどころとしました

「作業者への負担軽減」「作業時間を増やさない事」の両立を根拠に

「衝突用台車手押し作業」を 2020年８月末までに 廃止 を目標としました

衝突用台車を電気で走らせる為 電気自動車の様にモーター・ギヤ・バッテリーを

台車上に搭載する案を提案しました しかし それぞれのチームから

「ポール側突実験の衝撃で モーターが壊れるのでは」

「実験時台車重量の制約により 重いものは載せられない」とアドバイス

この２つのアドバイスから 車輪の駆動に必要なモノは実験時に外せる様

脱着式にする必要がある事がわかりました

次に モータ・ギヤを選定する為 衝突用台車移動に必要な 駆動トルクを内城君が調査

動力伝達用シャフトを製作し トルクセンサ―と組み合わせれば 計測できそうです

しかし 工作が苦手な内城君は シャフト製作に苦慮 「俺がサポートに入るよ」と工作が得意な

岩田さんが協力 岩田さんと一緒にシャフトを製作し 衝突用台車移動に

必要なトルク測定に成功 150ニュートンメートルの駆動力を車輪に与えれば

衝突用台車が動くことが分かりました
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この結果から モータ・ギヤを選定し バッテリー容量や

制御基板 電気配線などの諸元を決定

必要な要素を全て含んだ重量が 3１キロになると予測 脱着作業性を考え

キャスター付きのワゴン方式とする事にしました

このワゴンには モーター駆動の反力を受け止める為 衝突用台車との

固定機構が必要 車輪中心からの固定位置が 最大で50センチとなり

反力は300N この力を受止められる方法を検討し 過去に衝突実験で

評価経験のある 松永さんが提案してくれた チャイルドシート固定機構を採用

この機構はワンタッチで脱着でき １トンを超える荷重に耐える強度を持ちます

大まかな装置のイメージをサークルメンバで共有し SQTCの観点で

障害予測をすると ２つの懸念点が浮上

１つ目の懸念点は 車輪側のシャフトとワゴン出力軸の勘合

動力を伝達する為には ボルトに工具を掛ける様に

互いが噛み合う必要がありますが 衝突用台車が動く事により

シャフトが回転する為 シャフトとワゴンの出力軸は

常に回転角が合っているわけではありません それぞれの角度がズレていても

常に勘合できる方法を見つける必要があります

チャック方式やクラッチ方式を検討しましたが 背反が大きく採用できず

すると設備管理チーム工具担当の日吉さんが

「万能ソケットはどうですか？」と提案

万能ソケットとは 相手の形状に関わらず締め付けができる 万能工具

「これならシャフトとワゴンの出力軸を常に勘合できる」と

サークルメンバ全員で採用を決めました

２つ目の懸念点は 「路面の凹凸により 移動中 衝突用台車とワゴンに

上下ズレが発生する」と 設備管理一筋の岩田さんからの指摘 実際に現地を見ると

衝突用台車が走る鉄製レールは水平ですが ワゴンが走るコンクリート路面は

凹凸があるように見えます これでは衝突用台車に対し ワゴンは上下に動いてしまい

勘合部に無理な力が発生 万能ソケットを破損させてしまいます

この上下動がどのくらいあるのか 調査する必要が出てきました



すると トルク測定の際に メンバーに助けられた内城君が

恩返ししたいという思いから この調査に立候補 衝突用台車下面に

レーザー距離計を取付け 路面の凹凸を調査すると 衝突用台車と

ワゴンが移動する走路では 最大20㎜の上下ズレがある事が 分かりました

この上下ズレを吸収する機構を織り込む事に サークル会合で決定

これまで助けてもらってばかりだった私は 自分に出来る事が無いかと考え この機構を

具現化できるモノをベンチマーク 工場で使われている設備に ベアリング付ガイドを発見

これを柱とし モータ・ギヤをスプリングで支え 上下20ミリ可動し

ソケットの動きを衝突用台車に 追従させる事に

運搬台車上で この機構を試作し テストしました

結果 路面の影響を受けたワゴンが 上下しても

出力軸は衝突用台車同様 水平を保つ事ができ万能ソケットへの

負荷を抑えられます

この構造を対策品の必要条件に追加し 衝突用台車移動装置を製作する事に決定

施策実行型らしく １ヶ月で対策を完了させる事を目指します

対策品の製作は 引き続き 計測チームと設備管理チームをペアとし それぞれの持つ

優れた技能を共有 計測チームは上下可動機構製作で

モノづくりを学び 設備管理チームは モーター制御基板製作により

電気回路知識を向上 それぞれのチームが 苦手分野をカバーし合う事で

１つのチームでは完成できない 対策品を製作する事が出来ました
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しかしこのままでは 脱着時に ソケットとシャフトの高さを

合わせながら接続する必要があり Youの視点で見ると

やり易いとは言えません

そこで 早川さんが 「位置決めバー」の設置を提案 この機構はテーパー形状のバーを

ガイド穴に 挿入しながら接続する事で 万能ソケットとシャフトが

常に中心に勘合するという仕組み

接続時に必要な上下ストローク量から テーパー角度と長さを決定しました



使用方法を紹介します 衝突用台車のガイドラインに合わせてワゴンを押し付けると

位置決めバーにより シャフト先端と万能ソケットが ピッタリ中心に勘合 さらに押し込む事で

チャイルドシート固定機構が ワゴンをロックします これで 衝突用台車移動の準備は完了

あとは 電源を入れ スイッチを押すだけで 電流制御により 滑らかに加速し

安全性を考慮した 従来の手押し同等のスピードで移動します 移動完了後は 電源オフを

確認後 チャイルドシート固定機構解除用ハンドルを 握るだけで簡単にワゴンが分離します

対策の副作用はSQTCの観点で 全ての項目を確認しています 効果確認 衝突用台車移動作業の電動化で 人力による手押し作業を廃止し

目標を達成

ユーザーである実験担当者に働きやすい環境を提供する事ができました

また 作業に必要な人員が３名から１名となった事で 工数低減にも寄与

無形効果は ユーザーに多くの「ありがとう」を頂きました 女性社員や 同じ設備を使う

関連会社の方々からも 好評をいただいています また あえて自業務外の分野に挑戦した事で

チャレンジ精神が向上 行き詰った時には メンバー間でフォローし合い 「ありがとう」ギフトで

感謝の気持ちを伝え合う事で チームワークを大幅に向上

互いに教え 教えられる サークルとなり サークルレベルをBにレベルアップ

する事ができました

標準化と管理の定着は5W1Hで計画しペア制で責任を持って実施する事としました

反省と今後の課題 チームを越えた活動を行う上で 時間調整が難しく

活動計画に対し遅れが発生する事がありました 今後は 更に早めに計画を立て

より一層 働きやすい職場を目指して 活動を進めてまいります
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それでは 実際に完成した対策品をご覧ください ワゴン内に

モータ・ギヤ・バッテリを搭載 衝突用台車との勘合時に

正確な位置に誘導する 位置決めバーと 簡単・確実にロックする

チャイルドシート固定機構を搭載 これらはベアリング付きガイドと

スプリングで支持され 路面の凹凸を吸収する 上下可動方式としました

ご清聴 ありがとうございました


